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要約 : この拙論は W.B. イェイツの詩 デルフォイの神託に寄せる知らせ の卑猥性を提示し 詩人がこの
詩を書いた意図を推測しながら 詩人の老いと性の問題について論考したものである 詩人は生殖 これは
詩人の生きる力 証だったのかもしれないが そこへと目を向け それを永遠に循環させようとする で
の登場人物の統一性のない起用  に立ち込める卑猥な匂い 一見するとついに大詩人も呆けていやら
しい幻でも見ているのかと感じられる しかし 詩人は至って正気であり また死を直前に控えた詩人に
とってはこのことは大真面目なことであり 避けて通れるものではない 現世か来世か悩みながらも この
詩では詩人は上を見上げるのを止め自分の足元をしっかりと見据えている 詩人は来世に希望を抱きつつ
も 死して輝くより醜くても生きることをここでは選んでいる
キワド : W.B. イェイツ 英文学 アイルランド文学 近現代詩

デルフォイの神託に寄せる知らせ ‘News for the
Delphic Oracle’ 以下 知らせ をざっと一読した率直
な感想は 何となくいやらしい詩だな であった 何故そ
う読めるのか そう読んでしまうのかは イェイツ W.B.















There all the golden codgers lay,
There the silver dew,
And the great water sighed for love
And the wind sighed too.
Man-picker Niamh leant and sighed
By Oisin on the grass ;
There sighed amid his choir of love
Tall Pythagoras.
Plotinus came and looked about,
The salt ﬂakes on his breast,
And having stretched and yawned awhile












YEATS, ‘News for the Delphic Oracle’, I
	golden codgers
 は前作 プロティノスに関するデル
フォイの神託 The Delphic Oracle upon Plotinus以
下前作における黄金の種族	Golden Race
YEATS,
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リュシオン Elysium に住む者ともとれる いずれにせ
よ 死したプロティノスが行き着く世界に存在する者 あ
の世の住人でありフィネランは the immortalsと解説





その横になる codgers を尻目に 他の者達は 先述し
た様に愛を求めてため息をついている 愛を求めていると
いうことは そこには愛は存在していないことになる 実







る生殖 性交 とは無縁であるし 興味すら湧かない為
codgers は必然的にため息をつくこともない
先ず silver dew great water がため息をつく
silver は先の golden と相まって この地の神しさ
を助長している また dew も water も浄化のシンボ
ルとしての意味を持つ フリス +1, 012天に召された
魂がこの地で浄化されるイメジが膨らむ また water




出される グラント -.2 しかし 一方で Styxには 	多
くの子供を生む肉体の象徴
 フリス013の意味がある







物語詩 アシンの放浪The Wanderings of Oisin, +223
で描いた様に ニアヴはアシンに恋をし 海の彼方
永遠の青春の郷 アイルランド語でティルナノグ




















 stately YEATS, The Delphic Oracle
upon Plotinus l. 3と表現されていたピタゴラスをTall
と言い換えたことによって ピタゴラス自身の肉体的な衰
えが感じられる 威厳あるがっしりとした体つきは痩せ




を指揮する者ととらえていた 鈴木 詩辞典 +2+ 	前作

との絡みで言えば その聖歌隊の愛とは immortal love
であり YEATS, Essays & Introductions .*3 オルブラ
イトによれば その聖歌隊が歌うのは unworldly, para-
disiacalなものである ALBRIGHT 1.- しかし 	魂の浄
化のために禁欲と戒律を重んじていたピタゴラス学派の創
始者







である証拠である胸についた塩は great water を海と
とれば海水が乾いてできたものであろう オルブライト
によれば プロティノスが晩年苦しんだらい病の徴候であ




 での現世の塩水とは 詩 	ビザンティウムへ
船出して
 ‘Sailing to Byzantium’ で詩人が 	あれは老
人向きの国じゃない
 That is no country for old men
YEATS, Sailing to Byzantium l. + と言っていた
	情念の国
 の情念そのものであろう その情念の国 即ち
現世を離れ 理想郷へとプロティノスはやってきた訳であ
るが その情念の名残が未だプロティノスの胸には残って
いるのである しかし その情念という現世の名残は 今
やフレク状に固まってしまい その塩のフレクが胸か
ら剥がれ落ちるのも時間の問題であろう また構文上 こ



























をつくこともしなくなり golden codgers の仲間入り
をしてしまった可能性が高い
Straddling each a dolphin’s back
And steadied by a ﬁn
Those Innocents re-live their death,
Their wounds open again.
The ecstatic waters laugh because
Their cries are sweet and strange,
Through their ancestral patterns dance,
And the brute dolphins plunge
Until in some cli#-sheltered bay
Where wades the choir of love
Pro#ering its sacred laurel crowns,


































連性も認められる フリス +2, ここでのイルカにまた































供が子宮に宿るとも考えられる よって Innocents を
子供ととろうが女性ととろうが イルカにはその形といい
色艶といい男根のイメジを重ねるべきである
次の ecstatic waters とは第一義的にはイルカが渡る




ecstatic water が their cries を聞いて笑う訳である






れなくはない その cries は sweet and strange に聞
こえる 女性の喘ぎであれ 出産時の息みであれ 或いは
子供の産声であれ それらは甘美なる音色として受け止め
ることもできるし 普段耳にすることのない様な嬌声にも





次の ancestral patterns danceの部分も 海が昔から
の波模様を描いて踊る様に見えるという風景描写だが 句
読法と構文を無視すれば dance を名詞ととることも可





この dance を動詞とすれば 当然構文上 dance する
のは waters であって この場合は舞うというよりは喜
び 先の laugh を思い出したい から飛び跳ねる様とし
て破水や愛液が流れ出る様をも暗示させる
イルカは突き進み cliff-sheltered bay に至る の
ペレウスとテティスとの性交の場面への道筋を暗示させる




で重なる 多重織り成す性交のイメジの中 その bay
にはでピタゴラスを悩まし続けた choir of love が再
び登場している ただ と大きく違うのは 登場した場
面そのものにある では生殖とは無縁の地であったが
ここでは畳み掛けるような性交のイメジが存在するから
である 更にでは何もしなかった choir がここでは
sacred laurel crowns を差し出している 恐らくは勝者
に与えられるものであろう月桂樹の冠は誰に対して与えら
れるものか これはイルカというよりもイルカに運ばれて
きた Innocents ととったほうがよい気がする ただ こ
の場合 Innocentsは子供ととるべきで母体に生を受け
た者こそが生命を勝ち取る 即ち生の勝者になるからであ








Slim adolescence that a nymph has stripped,
Peleus on Thetis stares,
Her limbs are delicate as an eyelid,
Love has blinded him with tears ;
But Thetis’ belly listens.
Down the mountain walls
From where Pan’s cavern is
Intolerable music falls.
Foul goat-head, brutal arm appear,
Belly, shoulder, bum,
Flash ﬁshlike ; nymphs and satyrs













YEATS, ‘News for the Delphic Oracle’, III
この詩がフランス古典主義を代表する画家であるプッサ
ン Nicolas POUSSIN, +/3.+00/ の描いた ペレウスとテ
































は相応しく そう読まないと次の But が生きてこない
綺麗な描写でペレウスとテティスの結婚の場面を描いて
いたにもかかわらず 実際にはテティスの belly 即ち
子宮にはある調べが聞こえているのである その調べは山
肌を伝い 性欲と多産の象徴 鈴木 詩辞典	 +01
 であ
るパンの洞窟から流れてくる その調べは Intolerable
















goat-head, brutal arm 以下の身体部分の描写は パンと
サテュロスとの身体的特徴が似通っているものの 全て単
数形で描かれているので サテュロスではなくパンそのも
のの姿であろう その head や arm 等といった言葉
からもパンの肉体だけでなく 男根も暗示させる また
Belly, shoulder, bum,/Flash ﬁshlikeの表現から先の男
根を表しうるイルカをも連想できる そのパンの奏でる





先の ancestral patterns dance のイメジへと繋がる
サテュロスとニンフが交わる場所は泡沫の中であり あた
かも蛙の交尾の様な印象を与えるfoamは 身から出る













る反面 それが浄化され choir of love へと変化する














きる しかし 見方を変えれば は死後の世界 は幼
児の母体回帰 それに伴う生殖 は生殖へと至る結婚と
性交という流れとなる 更にこの流れを逆から見れば 






























かし  は循環している訳であるから codgers と
なる者がいる一方で 新たに生まれ出る者もいる訳であ
る









し得る そしてやがては自分も golden codgers の一人
となり得るのだということであろう だがこれを詩人は過
去として切り捨てた ブルムは次のように言う
But no tribute is paid to any ﬁgures of tradition
or mythology in this poem ; its strength is that it
celebrates the ﬂux of sexuality as the exuberance





















Into the artiﬁce of eternity 
YEATS, Sailing to Byzan-
tium ll. ,-,. と懇願していた artiﬁce of eternity
とは ビザンティウムにおける黄金モザイクを意味しよ
う そして
Once out of nature I shall never take
My bodily form from any natural thing,
But such a form as Grecian goldsmiths make
Of hammered gold and gold enamelling






YEATS, Sailing to Byzantium ll. ,/,3
と決意していたこれは 知らせ	における golden codg-
ers になることを意味しよう しかし 皇帝を眠らせずに
おくどころか golden codgers そのものが今や横になっ
て眠ってしまっている また 我が情念を消滅させ給え
欲情で病み 死を背負う獣性に縛りつけられた情念は己
の実状が分からない	 Consume my heart away ; sick
with desire/And fastened to a dying animal/It knows
not what it is 





In one another’s arms, birds in the trees,
Those dying generationsat their song,
The salmon-falls, the mackerel-crowded seas,
Fish, ﬂesh, or fowl, commend all summer long
Whatever is begotten, born, and dies.
Caught in that sensual music all neglect









YEATS Sailing to Byzantium ll. +2
The young/In one another’s arms から 知らせ	 にお
けるペレウスとテティスが思い出されるし この部分全体
が 知らせ	 の に共通する内容となっている そう
いった情念の国 即ち現世を That is no country for old
men と見なしてビザンティウムへと船出した詩人は 結
局現世へと引き返していることになる
しかし 現世へと引き返し sensual music を歌い続















の生 イェイツの場合 性でもある を 死して golden





ショップ News for the Delphic Oracle のおかしみ ,**/
年 3月 ++日 於京都橘大学 での発表原稿を加筆 修正したも
のである
+ 血と月の解釈に関しては拙論 W.B. イェイツ 血と月 を
読む 東洋大学英米文学科 ,**+ 白山英米文学 ,0 を参照
されたい
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A Reading of W.B. Yeats’s ‘News for the Delphic
Oracle’ : Focusing upon Its Obscenity
By
Toshiharu KIMIJIMA*
(Received April ,+, ,**0/Accepted September /, ,**0)
Summary : In this paper, I present obscenity in W.B. Yeats’s News for the Delphic Oracle’, speculate
upon the poet’s intention in writing this poem, and treat the problem between his old age and sex. The
poet makes an issue of procreation, which could be evidence of life to him. At ﬁrst sight, we readers
feel that the poet is senile and seeing dirty phantoms since he uses incoherent characters in I and
obscenity in II and III. However, the poet is in full possession of his senses, and wrote this poem in
dead earnest. After su#ering between the lower world and the other world, the poet stops looking up
to the latter and ﬁxes his eyes on the former. In this poem, though he holds his desire to the other
world, the poet chooses a “foul” or “intolerable” life instead of a “golden” death.
Key words : W.B. Yeats, English Literature, Irish Literature, Modern Poetry
* Fundamental Arts and Sciences (English), Faculty of Bioindustry, Tokyo University of Agriculture
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